




















要約:障害の部位や程度によって体格や身体活動が大きく異なる心身障害児の体格の評価

の信頼性を高め、栄養評価に効果を上げることを目的とした実態調査を全国の主要な障害

児施設を対象として行った。その内訳は全国の精神薄弱児施設 298 箇所、肢体不自由児施

設 76 箇所、重症心身障害児施設 81 箇所である。結果の概要は施設種別による体格の格差

はない。ADL 遂行能力分類を行っている割合は、精神薄弱児施設 34.1%に対して重症心身

障害児施設 95.2%で施設により差があり、その方法は障害の程度が重いほど大島の分類が

使われている傾向があった。今後、食事調査の解析を待ってマニュアルに反映する。


